
1 第 2 種抱負械連動装置

凶-1 に示す後械(腕木または滋械色灯)信号機を用いた場合，

伝号てこを乗降場運転室の近傍(またはてこ扱所)に設け， 信号

てこ と 信号僚と を鉄索で結び， 信号蛾と 転総務との連鎖を付け

るため，転wl骨量に第 2 極連動機を設ける。第 2 極連動揺量の信号

かんを鉄索に， 転轍かんを転鰍慌に聖書ぐ， 信号かんと転鰍かんは

述卸~fl書箱内で直角に交わ り ， たとえば 2 号場内と 11 号転鰍苦言と

の聞では， その切欠は転轍訴が定位で向い合せて取付ける。い

ま信号てこを反位にすると鉄索は5 1かれ， 信号かんは転鰍かん

の切欠の中にはま り込んで転徽かんは動かな〈なり，信号機の

腕は降下して進行信号を現示する。すなわち転鰍僚は場内信号

般の進行現示と ともに定位に鎖錠される。 逆に信号僚が定位に

あるとき ， 転轍器を反位に開通すると， 転轍かんは移動して信

号かんの切欠の中にはまり込んで， 信号てこを反位にする こ と

ができなくなる。 このように 1 転鰍総と 1 信号践との連鎖に使

用するものを甲 1 号連動織という。 1 転轍器と 2 または 3 信号

僚との連鎖に用いるものに甲 2 号 ・ IfI 3 号連動機がある。

少し復雑になって信号機の数が多くなると，信号線相互に連

鎖を設ける場合がある。この連鎖は信号てこ相互聞に駒(こま)

をそう入したてこ連鎖による場合， 電気鎖錠採による場合，乙

号 ・ 丙号または戊(ぼ)号連動揺量による場合な どいろいろある。

図ー1 では 1 号遠方は 2 号湯内の先引. 6 号遠方は 5 号場内の先

引を必要とするので，その連鎖は信号てこの聞に駒をおいて，

てこ連鎖をしたものである。

2 第 2 種電気連動装置

図ー2 に示す電気(色灯または腕木)信号機を用いた場合， 卓上

ill!動揺量 (卓上信号てこ)を運転室に置き，転鰍てこには従気鎖錠

苦告を設けてその転轍骨量の現場に設置し ， これらの聞にケープノレ

を布設して必要な健気回路を作り ，所要の連鎖を施すのである。

1L は上り出発信号俊.lR は下り場内信号慢で. 1 本の卓上信

号てこを左方反位 ( L ) と右方反位 ( R) にして ， この信号援を繰

作するよ信号制御およびてこ鎖錠回路図1で見られる よう に， 転

轍器 11 が定位のとき ， すなわち 11号転徽てこに取付けた電気鎖

備の定位接点昔と ， 転鵬回路制御恭の定位接点昌子
が織成されていると . 1RK なるてこ表示灯が点灯して. 1尋信

号てこを右方反位Rに転決することができる。 信号てこが右方

反位R になると ， てこのR接点ができて1RHRなる信号制御縦

電器が動作して.lR 場内信号畿に進行信号を現示する。このと

き 11 号転轍てこの踏ボタンを踏んでも ， 転鰍てこ鎖錠回路にあ

るすの接点が遮(しゃ)断されていて酬が通 じないから .11
号転轍てこは定位に鎖錠される。

また転鰍務 11 が定位のとき. 1 号信号てこを左方反位Lに転

1 第 2 極後械連 動装波
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2. 第 2 極 電気連動装置(信号制御およびてこ鎖錠回路図)
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